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研究成果の概要（和文）：ブータン王国保健省と協力しながら高齢者健診の導入を行った。保健省にこの計画専
任の上級企画官も配備され、2015年7月10日にはこの高齢者ケア計画を全国に広げることを盛り込んだ
Performance Agreementにブータン王国総理大臣ツェリン・トブゲイ氏と保健大臣タンディン・ワンチュク氏の
両者が署名を行った。プロジェクトが国に根づいてきつつあると考えている。今後、保健省の財源の不安定性や
医療人材の不足など課題が山積みであるが、意義は大きいと考えている。

研究成果の概要（英文）：We have introduced a health checkup system for the elderly cooperated with 
Ministry of Health (MoH), Royal Government of Bhutan (RGoB). On July 10th, 2015, Bhutan’s Prime 
Minister Tshering Tobgay and Health Minister Tandin Wangchuk signed the Performance Agreement which 
described the plan to distribute the program to all over the country. There are still so many issues
 to be tackled including the shortage of manpower and budget. However, I hope this activity will 
help the senior citizens a little bit healthier. 

研究分野：フィールド医学

キーワード： ブータン　高齢者健診
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１．研究開始当初の背景 
 
第 3 代国王の治世に基礎的なインフラ整備
と農業、畜産、保健、教育、運送サービスの
近代化を目的に国家五カ年計画が開始され
た。第 3代国王の急死によりジグメ・シンゲ・
ワンチュク 4 代国王が後を継ぎ、1974 年に
日本でいう保健所に相当する Basic Health 
Unit (BHU)が設置された。以降、この BHU 
を中心として母子保健を中心とする保健政
策が推進され、千人あたりの乳児死亡率は
1960 年に 203 人であったものが 2005年に
は 40 人に減った(日本は 2 人)。1950 年代
に 36.1 歳であったとされる 0 歳児の平均余
命は 2005年までに 66.3 歳(女性 66.8 歳、男
性 65.6 歳)に延長し、65 歳以上の人口が
2005 年の29745 人(4.7%)から2030 年まで
に 58110 人(6.6%) に倍増すると試算され、
国家として次に取り組むべき課題として浮
かび上がったのが高齢者対策であった。申請
者が BHU に滞在しながら大臣を含めた保
健省役人、県知事、村長、学校教師や地域住
民と話し合いを重ね共に作り上げてきたの
が本研究課題であり、2011 年 11 月に開か
れた二年に一度の保健省総会でこの活動が
認められ 2013 年度からの第 11 次ブータン
王国国家五カ年計画に取り入れることが正
式に推奨されることとなった。 
 
 
２．研究の目的 
 
ブータン王国において生活の場に根ざした
持続可能な高齢者健診体制を構築し、地域住
民の保健・福祉に寄与しながら、その実践を
通じて、高齢化を来す我が国及び世界の国々
の保健政策のあり方にヒントを提示するこ
と。 
 
 
３．研究の方法 
 
ブータン王国に暮らす 65 歳以上の高齢者を
対象に主に東部にあるカリンにおいて健康
診断を実施する。中央の保健省、県、地域の
保健所との連携はすでにできているが、さら
に学校などと連携を密にしながら高齢者で
問題となる Disability (日常生活機能障害)、
Diabetes (糖尿病)、Dementia (認知症)、
Depression (うつ)、Dental problems (歯科の
問題)、Isolation (孤立)、Hypertension (高血
圧)、Alcoholism (アルコール依存)、Visual 
problems (視力障害)、Ear problems (聴力障
害 )、 Fall risk(転倒リスク )、 Urinary 
incontinence ( 尿 失 禁 ) 、 Nutritional 
problems (栄養問題) (頭文字を略して“5D, I 
HAVE FUN”)の項目を中心に健診、結果の
解析、明らかになった問題の背景にある要因
の特定、健診体制の体系化を進める。 
 

４．研究成果 
 
ブータン王国保健省と協力しながら高齢者
健診の導入を進めている。保健省にこの計画
専任の上級企画官も配備され、2015 年 7 月
10 日にはこの高齢者ケア計画を全国に広げ
ることを盛り込んだ Performance Agreement
にブータン王国総理大臣ツェリン・トブゲイ
氏と保健大臣タンディン・ワンチュク氏の両
者が署名を行った。プロジェクトが国に根づ
いてきつつあると考えている。今後、保健省
の財源の不安定性や医療人材の不足など課
題が山積みであるが、意義は大きいと考えて
いる。 
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